
           

寒
か
っ
た
冬
が
終
わ
り
、
暖
か
な
春
が
駆
け
足
で
桜

の
花
を
咲
か
せ
て
い
き
ま
し
た
。
今
日
、
新
一
年
生
五

十
一
名
を
迎
え
、
全
校
児
童
三
百
三
十
三
名
で
希
望
に

満
ち
た
新
年
度
を
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
本
年
度
は
本
校
が
開
校
し
て
七
十
周
年
を
迎

え
る
記
念
す
べ
き
年
で
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
に
本

校
の
教
育
を
支
え
て
く
だ
さ
っ
た
全
て
の
方
々
に
感
謝

す
る
と
と
も
に
、
地
域
と
共
に
歩
む
学
校
と
し
て
新
し

い
一
歩
を
踏
み
出
し
て
行
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

さ
て
、
本
校
で
は
、
平
成
二
十
五
年
度
、
左
記
の
学

校
の
教
育
目
標
が
一
人
一
人
の
子
供
た
ち
に
実
現
で
き

る
よ
う
全
職
員
が
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。 

 

○
よ
く
考
え
行
動
す
る
子 

 

○
心
ゆ
た
か
子 

 

○
健
康
で
た
く
ま
し
い
子 

 

教
育
目
標
に
掲
げ
る
子
ど
も
た
ち
に
育
て
る
べ
く
、

以
下
の
よ
う
な
基
本
的
な
方
針
を
基
に
教
育
活
動
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
「
共
に
学
び
、
共
に
育
ち
、

夢
を
は
ぐ
く
む
練
馬
第
二
小
学
校
」
を
目
指
し
、
学
校
、 

家
庭
、
地
域
が
互
い
に
連
携
し
て
子
供
た
ち
を
育
て
て

行
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
今
年
度
も
本
校
の
教 

           

育
活
動
へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。 

○
基
礎
的
基
本
的
な
学
習
内
容
を
定
着
さ
せ
確

か
な
学
力
の
向
上
を
図
り
ま
す
。 

・
三
年
生
以
上
の
算
数
は
二
学
級
を
三
分
割
し
て
少
人

数
指
導
を
実
施
し
ま
す
。 

・
理
科
、
社
会
は
学
年
で
の
教
科
担
任
制
を
実
施
し
ま

す
。 

・
算
数
、
漢
字
の
検
定
を
行
い
、
学
習
意
欲
の
向
上
を

図
り
ま
す
。 

・
朝
の
「
き
た
え
の
時
間
」
や
放
課
後
、
夏
期
休
業
中

の
補
充
教
室
を
通
し
て
、
基
礎
的
、
基
本
的
な
内
容

の
定
着
を
図
り
ま
す
。 

・
教
員
の
研
究
活
動
を
充
実
さ
せ
、
児
童
が
自
ら
進
ん

で
学
び
、
達
成
感
が
実
感
で
き
る
た
め
の
授
業
づ
く

り
を
進
め
ま
す
。 

○
人
と
人
、
人
と
も
の
と
の
か
か
わ
り
を
通
し

て
、
豊
か
な
人
間
性
や
社
会
性
、
よ
く
考
え

行
動
す
る
児
童
を
育
て
て
行
き
ま
す
。 

・
教
職
員
と
子
供
た
ち
が
深
く
か
わ
る
こ
と
を
心
が
け
、

一
人
の
児
童
を
み
ん
な
で
育
て
る
指
導
を
進
め
、
い

じ
め
を
許
さ
な
い
、
誰
も
が
楽
し
く
登
校
で
き
る
学

校
を
め
ざ
し
ま
す
。 

 

・
互
い
の
よ
さ
を
認
め
合
い
、
人
と
か
か
わ
る
楽
し
さ

を
実
感
さ
せ
る
た
め
に
、
登
校
班
、
兄
弟
学
年
、
遠

足
、
交
流
給
食
、
児
童
会
活
動
等
を
通
し
て
、
異
学

年
と
の
交
流
を
活
発
に
行
っ
て
い
き
ま
す
。 

・
町
会
や
青
少
年
育
成
委
員
会
な
ど
の
地
域
行
事
と
連

携
、
協
力
を
進
め
て
い
き
ま
す
。 

・
屋
上
庭
園
、
バ
タ
フ
ラ
イ
ガ
ー
デ
ン
、
飼
育
小
屋
な

ど
自
然
と
か
か
わ
る
活
動
や
エ
コ
キ
ャ
ッ
プ
の
回

収
、
古
紙
の
分
別
等
の
活
動
を
通
し
て
、
環
境
を
大

切
に
す
る
態
度
を
育
て
ま
す
。 

○
本
好
き
な
子
供
を
育
て
る
た
め
の
読
書
指
導

を
充
実
さ
せ
ま
す
。 

・
学
校
図
書
館
支
援
員
と
連
携
し
て
、
多
様
な
読
書
指

導
を
進
め
て
い
き
ま
す
。 

・
読
み
聞
か
せ
、
ブ
ッ
ク
ト
ー
ク
、
お
話
会
な
ど
地
域

の
方
々
の
協
力
を
得
た
活
動
を
進
め
て
い
き
ま
す
。 

・
朝
の
「
き
た
え
」
の
時
間
や
読
書
旬
間
を
利
用
し
た

読
書
指
導
を
進
め
、
本
好
き
な
児
童
を
育
て
て
い
き

ま
す
。 

○
健
康
の
保
持
増
進
と
体
力
の
向
上
を
図
り
ま

す
。 

・
体
育
の
授
業
の
改
善
や
体
育
的
行
事
を
通
し
て
、
体

力
づ
く
り
に
励
む
児
童
を
育
て
ま
す
。 

・
体
育
朝
会
、
練
二
タ
イ
ム
を
利
用
し
て
、
遊
び
や
運

動
へ
の
関
心
や
意
欲
を
高
め
て
い
き
ま
す
。 

・
家
庭
と
連
携
し
て
「
早
寝
・
早
起
き
・
朝
ご
飯
」
の

習
慣
の
徹
底
を
図
り
ま
す 

・
給
食
指
導
や
栄
養
士
と
連
携
し
た
授
業
を
通
し
て
食

育
の
指
導
を
進
め
ま
す
。 

○
地
域
の
環
境
を
活
か
し
た
指
導
を
進
め
、
地

域
と
共
に
歩
む
開
か
れ
た
学
校
を
つ
く
っ
て

い
き
ま
す
。 

・
開
校
七
十
周
年
の
記
念
行
事
を
通
し
て
、
地
域
、
家
庭
、
学
校
と 

 

の
一
体
感
を
高
め
、
み
ん
な
で
子
供
を
育
て
る
活
動
を
充
実
さ
せ 

 

ま
す
。 

・
幼
稚
園
、
保
育
園
、
中
学
校
と
の
交
流
を
深
め
、
連
携
し
た
教
育 

 

活
動
を
進
め
て
い
き
ま
す
。 

・
農
業
体
験
活
動
や
貫
井
囃
子
の
学
習
等
地
域
と
ふ
れ
あ
う
活
動
か 

ら
、
地
域
の
一
員
と
し
て
の
自
覚
や
地
域
の
人
と
共
に
生
き
る
態 

度
を
育
て
ま
す
。 

 

四
月
の
行
事
予
定 

5
（
金
）
入
学
式
準
備
（
六
年
）・
春
季
休
業
日
終 

8
（
月
）
始
業
式
・
入
学
式 

9
（
火
）
給
食
始
（
二
～
六
年
）・
午
前
授
業 

10
（
水
）
身
体
計
測
（
全
学
年
）・
視
力
検
査
（
三
～
六
年
） 

10
（
金
）
保
護
者
会
（
五
、
六
年
） 

11
（
木
）
耳
鼻
科
検
診
（
二
、
五
、
六
年
）
・
保
護
者
会
（
三
、
四
年
） 

12
（
金
）
安
全
指
導
日
・
登
校
指
導 

12
（
金
）
視
力
検
査
（
二
年
）
・
内
科
検
診
（
五
、
六
年
） 

15
（
月
）
委
員
会
活
動 

16
（
火
）
眼
科
検
診
（
全
学
年
）・
内
科
検
診
（
三
、
四
年
） 

16
（
月
）
保
護
者
会
（
一
、
二
年
）
・
周
年
集
合
写
真 

17
（
水
）
一
年
生
を
迎
え
る
会
・
給
食
始
（
一
年
） 

17
（
水
）
視
力
検
査
（
一
年
） 

19
（
金
）
耳
鼻
科
検
診
（
一
、
三
、
四
年
）
・
心
臓
検
診
（
一
年
） 

22
（
月
）
聴
力
検
査
（
一
、
二
年
）・
ク
ラ
ブ
活
動 

23
（
火
）
内
科
検
診
（
一
、
二
年
）
・
寄
生
虫
検
査 

24
（
水
）
寄
生
虫
・
尿
検
査
・
学
力
調
査
（
六
年
） 

25
（
木
）
避
難
訓
練
（
集
団
下
校
） 

26
（
金
）
遠
足
（
二
、
三
年
） 

29
（
月
）
昭
和
の
日 

30
（
火
）
聴
力
検
査
（
三
、
五
年
） 
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